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1.大学の経営環境

• 外的要因 

少子化： 

大学間競争：

入試広報強化，留学生確保，
小中高の系列化

差別化要素の強化（学費減免や
奨学金充実など）、外部評価

大学は厳しい経営環境にある。その要因は…
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大学は厳しい経営環境にある。その要因は…

1.大学の経営環境

• 内的要因 
教育の質担保： 

財政改革： 
人事政策：

カリキュラム改革，授業評価，学習支援整備，
キャリア教育，情報公開

経費削減，増収策の模索

外部から数値データで評価される入口（入試、広報）と
出口（キャリアセンター）に関する業務の再編・強化

職員の減員，業務のアウトソーシング
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（1）大学経営環境から下りている顕著な現象
2.大学図書館をめぐる課題と対策

・図書費の抑制ないしは削減および運営費の圧縮 

・職員数の減少、職員の能力アップ施策、アウト
ソーシングの利用 

・専門職制度の衰退の結果、業務継承や人材育成
に不透明感 

・ネット環境における情報探索行動の多様化に対
応できる図書館サービスの模索学習支援（ラーニ
ングコモンズなど）環境の整備もこれに含まれる。

他大学図書館
との協力事業
に取り組む 

積極性は…

内向き思考

大学界全体？
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（2）対策
2.大学図書館をめぐる課題と対策

・図書館間協力，コンソーシアム 

　図書館間協力やコンソーシアム活動は，図書館業務・サービスの標
準度の高さから見れば，その到達点は多様性にみちている。その実現
のためには、学生に対する学習支援をどう設計したいのかの政策判断
が必要であり，前述の内向き思考では限界があると言わねばならない。

　（事例）　大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE） 

　　　　　　早慶で共同の図書館システムを構築

6

（2）対策
2.大学図書館をめぐる課題と対策

・職員の育成 

　教育サービス産業は，サービスの仕掛けも重要だが，これを動かす
職員の企画力，交渉力，経営力（私大連ではこれをアドミニストレー
ターとして育成研修をしている）がポイント。 

大学図書館サービスに派手さはないが，学習支援を強化している今日
の大学にあっては，これを担える図書館職員の育成は極めて重要な政策
判断となるはずである。
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（2）対策
2.大学図書館をめぐる課題と対策

・情報リテラシー教育のシステム化 

　さまざまな取り組みが進行中。 

ポイントは，図書館のプログラムとしてのみ機能させる限界を突破でき
るかどうか。 

学生は，図書館の情報リテラシー教育を応用する実践の場を持てない
でいる。 

改善のためには，図書館が協力して学部や教員に要請し続ける必要が
ある。

8



学生の関心や不安の種は何？何をすれば彼らの満足度をあげられる？
3.大学図書館の可能性

関心や不安の種に図書館がどう関わり得るのか？ 

大学図書館のそもそもの使命は，蔵書や電子情報（電子ブックスや
電子ジャーナル，新聞等のデータベース）を利用者に提供し，保存
することだという正論である。 

最近のコミュニティセンター内に配置された公共図書館が，そのサー
ビスメニューの斬新さもあって好評である事実は，大学図書館もラー
ニングコモンズの設置に留まらず，何事か（何事でも）を成しうる
可能性を示唆している。
逆転の発想：大学および大学図書館の厳しい経営環境は，発想
を変えれば，新たな企画を待望するチャレンジングな世界に！
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チャレンジに必要な留意点
3.大学図書館の可能性

(1)大学のミッション、ビジョンを常に意識すること 
　挑戦のヒントが，ミッションやビジョンに潜んでいる。 
(2)マーケットを知ること 

　学生の学習環境や生活環境を把握し，彼らのニーズを捉えた上で企画。 
(3)着手点 
　コストがあまりかからないところから着手し，一定の評価（評判）を得
てから次の作戦に本格投入する。予算や要員の確保は至難であるが，大学
執行部がこの作戦に前向きに乗り出せる状況を用意することが大切。 
(4)広報 
　改善できたこと，好評を得ていることは大学や理事会の経営層そして広
報担当にしっかり広報すること。これは受験生や高校の進路指導，そして
卒業生へのアピールにもなる。
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皆さんにエールを！！
最後に

・何かを成し遂げるには，学生の成長を支援したいという熱い
パッションが原点です。この支援を担うことで職員として成長
できることを楽しんでほしい。 

・最近，授業を担当している科目の学生が，大量にネット情報
が溢れて情報の取捨が困難な今日，先生は（紙媒体のみだった）
昔と今を比べてどちらがよかったと思いますか，と質問してき
ました。私のコメントは‘いつでも今です’というものでした。 

のんびりとした職員人生はすっかり過去のものですが， 
それでも今が面白い時代だと言い切ることができます。 
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